
　
調
査
現
場
は
幹
線
道
路
の
建
設
予
定
地
で
し
た
。

小
さ
な
試
掘
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
古
代
の
遺
物
を

含
む
地
層
が
確
認
さ
れ
、
約
２
０
０
０
平
米
の
本
格

的
な
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
世
の
地

層
ま
で
は
畑
の
跡
が
見
ら
れ
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
す

が
、
古
代
の
地
層
に
至
っ
て
か
ら
多
く
の
遺
物
が
出
土

す
る
よ
う
に
な
り
、
状
況
が
一
変
し
ま
し
た
。

　
枝
銭
は
奈
良
時
代
の
溝
の
底
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

新
品
の
十
円
玉
の
よ
う
な
輝
き
が
あ
り
、６
枚
分
の

「
和
同
開
珎
」が
く
っ
つ

い
て
い
て
、
鋳
型
か
ら

取
り
外
さ
れ
た
状
態

の
形
の
も
の
と
気
づ
く

に
は
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。
よ
く
見
る
と

溶
け
た
銅
が
鋳
型
の

先
端
に
届
か
な
か
っ
た

失
敗
作
品
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
貴
重

な
銅
は
再
度
溶
か
さ
れ

て
利
用
さ
れ
る
た
め
、

通
常
こ
う
し
た
形
で
残

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
最
初
の
流

通
貨
幣
で
あ
る
和
同

開
珎
の
こ
の
枝
銭
は
、

発
見
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
全
国
唯
一
の
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
こ
の
溝
か
ら
は

約
40
枚
の
和
同
開
珎

の
ほ
か
、
鋳
造
・
金
属

加
工
に
関
わ
る
銅
製

品
や
道
具
な
ど
の
出

土
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
遺
跡
か
ら

は
和
同
開
珎
よ
り
古
い

富
本
銭
も
出
土
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
近
く
の
大
き
な
井
戸
か
ら
は
「
百
済
尼
」、

「
百
尼
」、「
尼
寺
」
な
ど
、
墨
で
書
か
れ
た
土
器
が

見
つ
か
り
、「
百
済
尼
寺
」
が
こ
の
地
に
築
か
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
百
済
は
朝
鮮
半
島
に

か
つ
て
存
在
し
た
国
で
す
。
古
い
記
録
に
よ
り
ま
す

と
、
６
６
０
年
の
滅
亡
を
機
に
日
本
に
亡
命
し
た
王

族
が
難
波
の
地
に
居
住
し
、
そ
れ
を
契
機
に
百
済
郡

が
設
置
さ
れ
ま
す
。そ
の
範
囲
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

天
王
寺
区
、
生
野
区
に
ま
た
が
る
古
来
百
済
野
と
呼

ば
れ
た
地
域
に
重
な
り
ま
す
。
細
工
谷
の
南
西
に
あ

る
堂
ケ
芝
に
は
、「
百
済
尼
寺
」と
ペ
ア
に
な
る
僧
寺
の

「
百
済
寺
」が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、こ
の
一
帯

が
百
済
郡
の
中
心
で
あ
り
、
当
時
の
政
治
・
経
済
・

文
化
の
中
核
地
で
あ
っ
た
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
２
つ
の
寺
は
、
今
も
宝
燈
を
伝
え
る
四
天
王

寺
と
と
も
に
甍
を
並
べ
、
古
代
の
天
王
寺
の
地
で
濃
密

な
歴
史
的
景
観
を
形
作
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
天
王
寺
区
は
、
古
く
か
ら
海
外
と
の
交
流
が
盛
ん

な
地
で
、
最
先
端
の
技
術
や
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。発
掘
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
そ
の
一
部

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
足
元
に
は
ま
だ
多
く
の

遺
跡
が
眠
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
50
年
先
、
１
０
０
年

先
に
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

古
代
の
遺
物
の
玉
手
箱
、

細
工
谷
遺
跡
を
ご
存
知
で
す
か
？

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
い
！ 

住
ん
で
い
る
街
の
歴
史
を
知
ろ
う
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古代の遺物の玉手箱、
細工谷遺跡をご存知ですか？
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細
工
谷
遺
跡
は
、
天
王
寺
区
の
細
工
谷
、
筆
ケ

崎
町
、
堂
ケ
芝
の
範
囲
に
眠
る
古
代
の
遺
跡
で
す
。

１
９
９
６
年
に
発
見
さ
れ
、
飛
鳥
時
代
〜
奈
良
時
代

（
７
〜
８
世
紀
）の
数
々
の
資
料
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

今
回
は
実
際
に
遺
跡
を
発
掘
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人

　
大
阪
市
文
化
財
協
会　
東
淀
川
調
査
事
務
所
の

岡
村
勝
行
所
長
に
、
発
掘
当
時
の
話
や
、
古
代
の
天

王
寺
区
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどが変更または中止となる場合があります。

大
阪
歴
史
博
物
館

中
央
区
大
手
前
４-

１-

32

☎
６
９
４
６-

５
７
２
８

常
設
展
示（
10
階「
難
波
京
の
風
景
」）で

細
工
谷
遺
跡
の
出
土
品
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

開
館
時
間
／
９
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
　
　

※

入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で

休
館
日
／
火
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
　
　
年
末
年
始(

12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

常
設
展
示
観
覧
料
／
大
人  

６
０
０
円

高
校
生・大
学
生  

４
０
０
円

中
学
生
以
下
、市
内
在
住
の

65
歳
以
上（
要
証
明
）の
方
は

無
料

天
王
寺
区
役
所 

1
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
街
角
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

真
法
院
町
20-

33

　

博
物
館
と
は
ひ
と
味

違
っ
た
展
示
で
歴
史
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
、小
さ
な
展

示
室
で
す
。細
工
谷
遺

跡
と
上
本
町
遺
跡
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。区
役
所

の
開
庁
時
間
に
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

街角ミュージアム
の詳細はこちら

く
だ
ら

い
ら
か

か
い
ち
ん（
ほ
う
）

墨書土器が
見つかった井戸

天王寺区役所1階展示コーナーの前で
遺跡の説明をする岡村勝行所長

出土したばかりの枝銭

細
工
谷
遺
跡
の
発
見
と
出
土
品

古
代
の
天
王
寺
区
の
す
が
た

身
近
で
豊
か
な
歴
史
遺
産

※新型コロナウイルス感染症対策をしたうえで
マスクを外して撮影をしています。

先
人
が
築
い
た
文
化
に
触
れ
、
長
い
道
の
り
に
想
い

を
は
せ
る
こ
と
で
、
現
在
、
未
来
を
考
え
る
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
天
王
寺
区
役
所
１

階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
も
出
土
品
が
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
身
近
に
あ
る
豊
か
な
歴
史

遺
産
と
の
出
会
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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